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◆
は
じ
め
に

　

今
年
度「
第
一
次
上
田
市
総
合

計
画
」後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
後
期
基
本
計

画
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
目
指

す
将
来
都
市
像
の
実
現
が
図
ら
れ

る
よ
う
今
後
と
も
最
大
限
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
市
立
博
物
館
所
蔵

　
「
反
射
望
遠
鏡
」

　

重
要
文
化
財
指
定

　

こ
の
た
び
、
市
立
博
物
館
が
所

蔵
し
国
産
第
１
号
と
さ
れ
る
反
射

望
遠
鏡
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
現
存
す
る
多
く
の
貴
重
な

文
化
遺
産
は
我
々
の
誇
り
で
あ

り
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
保
護
・
活
用
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
地
域
の
雇
用
対
策

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
小
諸
、

佐
久
管
内
に
お
け
る
今
年
３
月
の

高
校
新
卒
者
の
就
職
内
定
率
が
前

年
同
期
を
上
回
り
、
新
規
学
卒
者

の
雇
用
情
勢
に
改
善
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
出
前
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
や
就
職
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
を
通
じ
た
学
生
の
就
業
意
識
の

向
上
と
と
も
に
、
地
域
の
事
業
所

見
学
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体

験
に
よ
っ
て
職
業
選
択
に
役
立
つ

経
験
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
体
系
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
が
実
を

結
ん
で
き
た
も
の
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。

◆
地
域
医
療
の

　

再
生
に
対
す
る
取
組

　

医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

６
名
の
医
学
生
に
資
金
の
貸
与
を

行
い
、
今
年
度
新
た
に
４
名
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今

定
例
会
に
貸
付
金
予
算
を
追
加
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

早
け
れ
ば
来
年
度
に
も
研
修
医
と

し
て
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
勤
務
が
始
ま
る
な
ど
、
順
次
、

貸
与
制
度
の
成
果
が
現
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
後
も
、
将
来
を
見
据

え
た
医
師
確
保
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
産
院
の
移
転
新
築
事
業
は
、

関
係
さ
れ
る
多
く
の
皆
様
の
お
力

添
え
に
よ
り
完
成
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
４
月
１
日
に
上
田
市
立

産
婦
人
科
病
院
と
し
て
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
隣
接

す
る
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
添
う
、
よ
り
一
層
安
全

で
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
の

　

整
備

　

平
成
26
年
秋
の
開
館
を
目
指
す

中
、
現
在
、
建
設
工
事
の
発
注
に

向
け
、
建
築
主
体
工
事
で
は「
総

合
評
価
方
式
」に
よ
る
施
工
者
の

選
定
に
着
手
し
、
ま
た
、
運
営
管

理
面
で
は
組
織
・
運
営
体
制
や
事

業
展
開
等
の
具
体
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
森

工
房「
大
版
画
」の
公
開
展
示
を
は

じ
め
、
市
民
文
化
の
創
造
に
つ
な

が
る
様
々
な
取
組
を
通
じ
、交
流
・

平
成
24
年
６
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
提
案
説
明　
（
要
旨
）

６月市議会定例会で提案説明を
する母袋市長
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文
化
施
設
の
開
館
に
向
け
た
機
運

を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
施
設
の
魅
力
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

　

向
け
た
取
組

　

信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
主
催
に
よ
る
今
年
の「
上
田
城

千
本
桜
ま
つ
り
」で
は
、
初
結
成

し
た「
お
も
て
な
し
武
将
隊
真
田

幸
村
と
十
勇
士
」や
、
上
田
な
ら

で
は
の「
う
ま
い
も
ん
大
集
合
」、

元
祖
シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
な
ど
、
市

民
の
皆
様
の
積
極
的
な
活
動
に

よ
っ
て
ま
つ
り
の
賑
わ
い
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
、

震
災
前
の
平
成
22
年
度
を
上
回
る

48
万
人
の
来
場
者
を
記
録
し
、「
上

田
真
田
ま
つ
り
」と
と
も
に
、
ま

す
ま
す
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
へ
と
進
化
し
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
真
田
三
代
が
統
治
し
た

信
州
上
田
か
ら
上
州
沼
田
ま
で
の

12
自
治
体
で
設
立
し
た「
真
田
街

道
推
進
機
構
」に
、
今
年
度
新
た

に
長
野
市
が
加
盟
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
真
田
氏
を
基
軸
と
す

る
様
々
な
事
業
展
開
の
可
能
性
と

そ
の
実
現
に
向
け
、
真
田
ブ
ラ
ン

ド
を
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　

実
現

　

こ
の
ほ
ど
策
定
し
た「
第
２
次

上
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」に

お
き
ま
し
て
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
、
家
庭

や
地
域
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分

担
意
識
の
解
消
な
ど
を
重
点
的
な

取
組
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
展
開
と

と
も
に
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
に

お
い
て
市
民
の
皆
様
の
生
き
生
き

と
し
た
活
動
が
実
践
さ
れ
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
更
な
る

実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◆
丸
子
図
書
館
の
整
備

　

カ
ネ
ボ
ウ
丸
子
工
場
跡
地
に
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
丸
子

図
書
館
が
、
５
月
１
日
に
待
望
の

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
図
書
館
は
、
郷
土
資
料
コ
ー

ナ
ー
や
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
ス
ペ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導
入
に
よ
る

自
動
貸
出
シ
ス
テ
ム
を
整
備
い
た

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
図
書
館
に
は「
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た

図
書
館
」と
し
て
の
役
割
と
、「
生

涯
学
習
活
動
を
支
え
る
地
域
の
情

報
拠
点
」と
し
て
の
機
能
が
発
揮

さ
れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ

る
場
と
な
る
こ
と
に
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
取
組

　

今
年
度
、
平
成
27
年
度
ま
で
の

４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
二

次
行
財
政
改
革
大
綱
と
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
大
綱
は
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
で
成
果
を
重
視
す
る
行
財
政

改
革
の
基
本
指
針
で
あ
り
、
ま
た

自
治
基
本
条
例
の
理
念
に
沿
っ
た

「
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
創
造
に

向
け
、「
第
一
次
上
田
市
総
合
計

画
」後
期
基
本
計
画
の
着
実
な
推

進
の
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
も

と
で
進
め
る
不
断
の
取
組
は
、
限

ら
れ
た
経
営
資
源
の
有
効
活
用
と

生
活
者
起
点
の
理
念
に
基
づ
く

「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
新
た
な

改
革
」と
し
て
、
着
実
に
実
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き

「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
新
た
な
改
革
」を

実
行
し
ま
す
。

市長提案説明　（要旨）
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地
域
協
議
会
は
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
住
民
な
ど
の
意
見
や
要
望
を
集

約
し
て
行
政
に
反
映
さ
せ
、
地
域
の
重
要
事
項
の
決

定
に
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。
４
月
17
日
、
市
内

９
地
域
の
地
域
協
議
会
委
員
が
出
席
し
委
嘱
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
合
併
の
理
念
で
あ
る
地
域
内
分
権
の

確
立
に
向
け
た
第
４
ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も

に
地
域
協
議
会
の
第
４
期
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
式
で
は
、「
地
域
の
個
性
や
特
性
が
生
か

さ
れ
地
域
力
が
発
揮
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指

し
て
、
母
袋
市
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
長
の
求
め
に
応
じ
て
市

の
重
要
事
項
の
決
定
や
変
更
に
つ
い
て
の
審
議
や
、

地
域
な
ら
で
は
の
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
住
民
自
治
の
推
進
や
自
発
的
で

自
由
な
、
地
域
独
自
の
活
動
を
前
提
と
し
た
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
主
な
任

務
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第４期上田市地域協議会が
スタートしました

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
市
の
附
属
機
関
と
し

て
条
例
で
位
置
付
け
ら
れ
る
地
域
協
議
会
は
、
総
合

計
画
に
掲
げ
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
を
良
く
知
る
皆
さ
ん
20
名
が
活
発
な
議

論
を
展
開
し
、
合
併
し
た
平
成
18
年
度
か
ら
こ
れ
ま

で
３
期
６
年
間
に
48
件
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
各
地
域
協
議
会
の
第
３
期（
平
成
22

〜
23
年
度
）の
活
動
内
容
と
、第
４
期
の
委
員（
□
内
。

◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
。敬
称
略
）を
紹
介
し
ま
す
。

９
地
域
協
議
会
の
活
動
の
紹
介

第
４
期
地
域
協
議
会
委
員
の
紹
介

（会長）
◎宮本　智夫　　関　　俊雄
　山浦　正嗣　　神田　友夫
　南雲　典子　　大井　定雄
○斎藤重一郎　　半田　榮範
　上野　正司
（副会長）
　浅井　常子　　増田由喜子
　荒木　　昇　　長谷川忠男
　若林　恭英　　泉　　智子
　丸山かず子　　関　　貞徳
　柳沢　裕子

●正副会長会

母袋市長から委嘱書の交付

市長へ意見書を提出する
上田城南地域協議会
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上田中央
　上田中央地域協議会では、第一次上田市総合計画地域まちづくり方針に基
づき、「市街地の公衆トイレの整備に関する提言」と、「歴史的地名を保存・活
用したまちづくりについて」の意見書を提出しました。提言では、住民に愛さ
れる「日本一きれいな公
衆トイレがあるまち上田
市」の実現を目指してい
ます。また、意見書では、
住居表示の変更によらず
歴史的地名の積極的使用
と既設の表示板などの整
備・充実、歴史的地名を
活用したコミュニティ活
動等への支援を行うこと
を提言しました。

○浅井　常子　　飯島　裕一
　尾沼　正治　　河田　　純
　神林　和江　　久保田夕佳
　栗内　公人　　佐藤智恵子
　塩入　　肇　　中村　　彰
　中村　一樹　　藤川まゆみ
　松澤　清子　　宮坂　圭子
　宮島　嘉子　◎宮本　智夫
　村上　恒夫　　矢島　好髙
　山浦　　允　　渡邉　　務

長野市衛生センターを訪問し公衆トイレ視察

上田西部
　上田西部地域協議会では、「西部公民館（まちづくり活動拠点）の整備」と「歴
史的資源の保全・活用」の２分科会に分かれ、調査・研究を重ねてきました。
昨年12月には意見書「西部公民館をコミュニティ活動拠点として早期建替え

整備」を提出したほか、過
去６年間の活動「地域の歴
史的資源の取組の成果」を
もとに「西部・塩尻地域歴
史遺産マップ」を西部公民
館と協働で作成しました。
マップの活用により、地域
の良さを知り、地域まちづ
くり方針の実現や地域振興
に役立てていきたいと考え
ます。

　腰原　一文　　小林　公子
　小宮山アサジ　小宮山涼子
　斉藤　　洋　　佐藤　修一
　佐藤　　裕　◎関　　俊雄
　竹内　浩之　　成田　守夫
　長谷山則子　　原　　有紀
　廣田　泰年　　藤作　敏一
　藤原　信一　　布施　教子
○増田由喜子　　松本　義之
　山崎　順子　　湯田　勝己 完成した「西部・塩尻地域歴史遺産マップ」

上田城南
　上田城南地域協議会では、「城南地域のまちづくり方針」の第一に「まちづく
り活動拠点の整備」を掲げ、城南公民館の建替えを推進してきました。
　また、「上田道と川の駅」を活用した地域振興と地域防災拠点づくりの実現に
向けて開業からの運営およ
び協議会組織の調査・研究
を行いました。
　「歴史的・地域資源の保
全と活用」について「地域の
宝」を再認識・再発見し、
これらを活用することに
よって地域づくりにつなげ
ることを目的として調査を
行い、検討・協議を進めて
きました。

　荒井　貞雄　○荒木　　昇
　石井　信子　　石井真奈美
　岩木　　功　　岩下　和江
　上原より子　　斉藤佐知子
　新谷　靖代　　寺島清三郎
　長岡　美保　　西川　良幸
　西澤　尚夫　　牧野　良平
　宮下　省二　　宮下　千元
　宮島かつ子　　山浦健太郎
◎山浦　正嗣　　山﨑須美江 地域防災拠点「上田 道と川の駅」備蓄庫を見学

　  市民参加・協働推進課　TEL22・4100（内線1354）
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神科・豊殿
　神科・豊殿地域協議会では、市民と行政の共通目標となる「地域まちづくり
方針」について討議・検討を重ね、見直しを行いました。また地域防災や上田
市の放射線対応などについて研修会を持ち、地域の課題について知識を深める
一方で、「わがまち魅力
アップ応援事業」の現地
視察および実績報告会を
実施し、地域の現状を確
認しました。これからも
地域にある自然や景観を
大切にし、貴重な資源を
活用しながら、子どもか
ら高齢者まで安全で安心
な住みよい地域づくりに
取り組んでいきます。

　井出　義一　　井出　　操
　金井　　忍　　川上　文雄
◎神田　友夫　　小出小一郎
　佐藤　逸男　　清水　町子
　滝澤　育子　　田中　洋子
　冨井　則子　　中村　弘子
　成澤　晴夫　○長谷川忠男
　堀内　悦子　　丸山かをる
　村田　和良　　栁澤　　亨
　吉池　正敏　　若林紀美子

昨年９月の地域協議会の現地視察（岩清水自治会）

塩　田
　塩田地域協議会では、地域課題に関する調査・研究を通じて、課題解決のた
めの提言につなげる取組を進めてきました。課題に応じて四つの部会を設け、
それぞれの部会活動を中心に調査研究を行う中、ため池活用については、委

員を中心とする実践グルー
プによる看板設置やため池
マップ作製などの実践活
動につなげたほか、自治会
連合会の協力を得て、困り
ごと、地域交通に関する２
つの住民アンケートを実施
し、その結果を踏まえ、そ
れぞれ意見書にまとめ、提
出しました。

　伊藤　理恵　　片桐眞次郎
　工藤　康高　　窪田　富子
　窪田　八平　　黒澤　朝男
　神津　貞良　　小林　亮一
　小松　　勉　　塩沢　愼一
　関田　昌代　　竹内　榮子
◎南雲　典子　　西川　典子
　西澤むめ子　　増澤　　宗
　山極　郁子　　山寺　　毅
　吉田　範夫　○若林　恭英 わがまち魅力アップ応援事業で整備した

蛍水路のミニュチュア（手塚自治会）

川　西
　川西地域協議会では、７つのまちづくり方針に沿ってまちづくりを進めるた
め、地域の活性化策・課題を検討してきました。自治センターの建設では、より良
い施設を目指し、建物の配置、間取り、面積など多岐にわたり、住民の声を広く集
め、協議を重ね、３月に完成
しました。また、旧センター
跡地についても議論を重ね
ています。平成22年度に中
断した農山村交流事業で
は、推進体制を協議検討し、
翌年には再開にこぎつけま
した。今後も地域の特性を
生かし、センター内に設け
られたまちづくり活動拠点
室を中心に協働のまちづく
りを進めていきます。

○泉　　智子　　市川　和栄
　上村　忠徳　◎大井　定雄
　黒岩　道秀　　小泉　　強
　甲田　　和　　齋藤　　惇
　酒井　英世　　志摩　淳子
　清水かほり　　春原　健一
　滝澤　克彦　　多田　敦子
　田中　朝美　　田中　憲夫
　南波　重一　　西澤美ち子
　山野井美智子　増田　資彦

千葉市との農山村交流
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　丸子地域協議会では、地域課題の解消に向けて、５つのテーマを設けて研究
を進め、「わがまち魅力アップ応援事業」と「地域の公共交通」についてアンケー
ト調査などを実施し、提言書を作成しました。

　また、市民団体個々の
活動をさらに広げること
を目的とした交流会を地
域協議会主催で開催し、
新たな団体間連携を創出
しました。
　今後もキラリと光る地
域づくりを目的に、住民
自らが参加するまちづく
りの推進へ向けて、積極
的な役割を担います。

丸　子

　池田佐代子　　内田　弘子
　北村　好美　　工藤　裕子
　久保田和英　◎斎藤重一郎
　齊藤　　實　　笹井　文雄
　佐藤　重喜　　清水　三枝
　竹花　和彦　　竹花　節子
　中澤ゆかる　　松山　慶子
○丸山かず子　　宮坂　雄一
　宮崎　　涼　　宮下　正明
　村松　正孝　　山本　　進

市民団体交流会の様子

真　田
　真田地域協議会では、真田地域まちづくり方針の具体化を目指して「創意と
工夫の地域づくりの推進」、「地域の活性化に向けた交通ネットワークの整備」、
「安心して暮らせるまちづくり」について分科会に分かれて協議を重ね、各テー
マとも１月に市長へ意見
書を提出しました。地域
づくり委員会について自
治会長のみなさんとの協
議、路線バスについて全
戸アンケートの実施な
ど、協議会の活動経過に
ついては隔月で発行して
いる地域自治センターだ
よりに随時掲載しまし
た。

　一之瀬　勤　　佐藤久美子
　佐藤　論征　　清水　　茂
　下条　幹男　○関　　貞徳
　高寺　　修　　竹村　好平
　竹村　尚美　　田中　新平
　長崎伊登子　　半田　　卓
◎半田　榮範　　牧内　勝年
　牧野　雅子　　松木　節子
　丸山　　進　　山口　市江
　山宮　浩美　　若林ゆき子

つつじ祭り（わがまち魅力アップ応援事業）での三ツ頭獅子

武　石
　武石地域協議会では、平成22年度に自治会と地域協議会が協働して定めた「武
石地域全域公園化構想」をまちづくりの理念とし、美しい農山村風景の保存と
創出を地域に広げてきました。

　また近年、利用者が減少
し経営が厳しくなっている
雲渓荘の現状と課題につい
ての協議やオフトークに代
わる情報提供手段の検討な
どを進めてきました。
　今後も地域住民と協働し
て課題の解決策を検討する
とともに、安らかで豊かな
地域づくりを目指していき
ます。

　新井　敦子　　飯田　秀範
◎上野　正司　　大沢　春樹
　柿嶌　　勲　　金子　隆博
　北沢　賢二　　清住　洋子
　児島八重子　　塩之入安男
　滝沢　修司　　滝澤由美子
　竹内　明美　　竹内　利通
　中嶋三津子　　成田　英雄
　樋沢　一幸　　樋澤みどり
　森　美由樹　○柳沢　裕子

樹木破砕機による景観整備作業（沖自治会）
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の
夏祭りカレンダー
第14回あじさい祭り
塩田平の前山寺から塩野神社までのあじさい
小道に咲く、３万株を超える額あじさいを
ゆっくり散策、ご鑑賞ください。
期　日 　７月14日㈯・15日㈰
場　所 　塩田城跡あじさい広場、あじさい

小道
内　容 　フォトコンテスト撮影会／15日㈰

午前９時に塩田の館で受付。
 広場にて、やきとり、ジュースな

どを販売。
駐車場 　無料駐車場あり
　塩田の館　TEL38・1251

別所温泉に伝わる雨乞いのお祭り。色とり
どりの反物をくくりつけた竹竿（幟）を担い
だ行列が夫

お

神
がみ

岳
だけ

山頂から別所温泉まで練り
歩き、ささら踊りや三

み

頭
かしら

獅
じ

子
し

も奉納されま
す。国の選択無形民俗文化財に指定されて
います。
日　時 　７月15日㈰午前９時～午後１時
場　所 　別所温泉街
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

7月15
日
14
土

16
月

17
火

18
水

19
木

20
金21

土

夏
ま
つ
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
年
も
、
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

夏
ま
つ
り
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

全国つるし飾りサミット
上田の「つるしもの」、福岡県柳川の「さげもん」、
静岡県稲取の「雛

ひな

のつるし飾り」、山形県酒田の「傘
かさ

福
ふく

」が別所温泉にやってきます。地域色豊かな伝統
あるつるし飾りをお楽しみください。期間中、つ
り雛講習会もあります。
●つるし飾り展示
期　間 　７月７日㈯
 ～８月７日㈫
場　所 　別所温泉周辺
●つり雛講習会
日　時 　７月８日㈰・16日

㈪・21日㈯・29日㈰、８月５日㈰の
午前10時～正午／午後１時～３時
場　所 　別所温泉あいそめの湯ホール
料　金 　500円
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

第508回
岳
たけ

の幟
のぼり

各地の祇園祭
●川西地区（浦野・藤之木）の祇園祭
日　時 　７月７日㈯午後１時～
内　容 　子どもみこし、大人みこし
場　所 　場所　国道143号～旧道（東山道）～藤之木団地
　馬

ま

背
せ

神社氏子総代（生
お

島
じま

）　TEL31･2390
●保野祇園祭
期　日 　７月21日㈯／宵

よい

祭り
内容/時間 　遷宮行列（塩野神社発）／午後３時30分～  

ささら舞・獅子舞奉納（保野公民館）／午後８時～
期　日 　７月22日㈰／本祭り
内容/時間 　遷宮行列（下小島五班コミュニティ集会場発）
 ／午後３時～
 ささら舞・獅子舞奉納（塩野神社）／午後４時～
　実行委員会（池村） TEL38・2565
●生島足島神社祇園祭　
日　時 　７月29日㈰午前８時～
内　容 　子どもみこし、大人みこし、浦安の舞、下之郷三

み

頭
かしら

獅
し

子
し

舞奉納奉告祭
　生島足島神社　TEL38・2755
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上田祇園祭
今年も、参加35自治会の80基を超える宮みこ
し・樽

たる

みこしなどのほか、子どもみこし・花
はな

車
ぐるま

が、
中央商店街や駅前ロータリーへとにぎやかに繰
り出します。
日　時 　７月21日㈯午後１時～９時30分
場　所 　中心市街地ほか
交通規制（通行止め）　午後５時～９時30分
　・柳町通り・勤労者福祉センター前
　・中央３丁目交差点～上田駅お城口交差点：原町通り、松尾町通り
　・市役所前交差点～クスリのアオキ上田中央店前：大手町通り、海野町通り、大門町通り
　・伊勢宮北側交差点～海野町パーキング前：横町通り
　・上田駅お城口ロータリーとその周辺
トイレ設置場所

　原町市民トイレ、池波正太郎真田太平記館、同館臨時駐車場（平林堂隣・仮設）、上田商工会議所、海野町会館、
海野町駐車場、三井住友銀行駐車場（仮設）、上田駅前交番前（仮設）、上田駅トイレ
※上田駅お城口のバス・タクシー乗り場が温泉口へ移動します。
　バス・タクシー乗り場／午後５時～９時30分
　上田祇園祭実行委員会（上田市自治会連合会事務局）
　　TEL22・4100（内線1359）

第41回上田わっしょい
生バンド演奏に合わせて約１万人が踊ります。今年もサマーウォーズ連が企
画され、飛び入り参加で踊ることもできます。
期　日 　７月28日㈯　　
時　間 　みこし／午後４時～６時　踊り・太鼓／午後６時30分～８時45分
場　所 　中心市街地
交通規制（通行止め）

　①午後４時～９時15分　・上田信用金庫原町支店前交差点～中央一丁目交差点：原町通り、松尾町通り
　　　　　　　　　　　　・市役所前交差点～海野町・横町交差点：大手町通り、海野町通り
　②午後６時～９時15分　・中央３丁目交差点～上田信用金庫原町支店前交差点：原町通り
　　　　　　　　　　　　・海野町・横町交差点～クスリのアオキ上田中央店前：大門町通り
　　　　　　　　　　　　・中央一丁目交差点～上田駅お城口ロータリーとその周辺
※上田駅お城口のバス・タクシー乗り場が温泉口へ移動します。
　バス乗り場／午後５時～９時15分、タクシー乗り場／午後６時～９時15分
トイレ設置場所

　原町市民トイレ、池波正太郎真田太平記館、同館臨時駐車場（平林堂隣・仮設）、上田商工会議所、海野町会館、海野町
駐車場、三井住友銀行駐車場（仮設）、上田駅トイレ
　上田わっしょい実行委員会（  観光課内）　TEL23・5408

7月 22
日

23
月

24
火28

土
27
金

25
水

26
木

29
日

31
火
30
月
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8月1
水

2
木5

日
4
土

6
月

7
火

8
水

真田三代冒険ツアー、真田三代みこし、民謡流し、信州真田六文銭太
鼓演奏、信州真田鉄砲隊演武、真田三代応援花火など、多彩なイベン
のほか、今年で２回目となる信州プロレスの公演を開催します。
日　時 　８月４日㈯午前９時～午後７時30分
場　所 　真田運動公園およびその周辺
　真田まつり実行委員会事務局
　　（  産業観光課内）　TEL72・2204

第35回丸子ドドンコ
みこしや山車、法被や浴衣姿でにぎわい、
丸子の夏を彩る一大イベント。おどりコ
ンテストやデコレーションコンテストな
どイベント盛りだくさん。
日　時 　８月４日㈯
 みこし／午後３時～
 踊り／午後６時～
場　所 　上丸子商店街
　  産業観光課　TEL42・1048

千曲川の河畔を彩る上田の風物詩。スターマインを中心に約8,000発の花
火が夏の夜空を華やかに彩ります。迫力満点の大花火をご堪能ください。
日　時 　８月５日㈰午後７時～（少雨決行）
場　所 　常田新橋下流300ｍ付近
交通規制（通行止め）

①午後３時30分～９時／上田橋から常田新橋までの右岸堤防道路
②午後６時30分～９時／常田新橋と常田新橋から小牧橋下までの右岸
　堤防道路、上田橋から常田新橋までの左岸堤防道路
※無料駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
　信州上田大花火大会実行委員会（上田商工会議所内） TEL22・4500

第25回
信州上田
大花火大会

第28回
真田まつり
2012夏の陣
～がんばろう日本!!! ～

3
金

の
夏祭りカレンダー
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9
木

10
金

11
土12

日
13
月14

火水
1516

木

花市
お盆に供える生花の市が起源と
なる夏の風物詩。今年も８月12
日㈰に市内各地で開催されま
す。
●花市・歩行者天国
場　所 　上丸子商店街
　上田市商工会　TEL42･2213
●大六の花市
場　所 　東塩田小学校
　東塩田商工振興会
　　TEL38･1230（林会長）

第17回
信州爆水RUN in 依田川
川の中のレースのほか、魚のつかみ取り、食
のおもてなしなど各種イベントがあります。
日　時 　８月５日㈰午前９時10分／開会

式、午前９時40分／スタート（鉄
人→ずくだしてGO！→ファミリー・
グループの順）

場　所 　丸子総合グラウンド
 および依田川・内村川
コース 　①鉄人コース（依田川／約８㎞・タイムトライアルレース）
 ②ずくだしてGO！コース（川と山／約４㎞・タイムトライアルレース）
 ③ファミリー・グループコース（内村川／約３㎞・指定タイム制）
参加資格 　健康に自信のある方
　　　　　①②は中学生以上（未成年は保護者の承諾により出場可）、③は小学生以上（小学生は保護者同伴、幼

児は保護者の責任において参加可）
参加費 　①②／2,000円、③（１グループ５名まで）／小・中学生500円、高校生以上1,000円、小学生未満は無料
申込方法 　所定の用紙に必要事項を記入の上、参加費（現金書留、定額小為替、現金）を添えて７月18日㈬まで

に郵送、または直接実行委員会へ。※当日の受付はありません。
　信州爆水RUN in 依田川実行委員会（丸子総合体育館内）　TEL43・2250　http://bakusui-run.jpn.org/
　　〒386-0412　御嶽堂１番地１

第54回上田七夕まつり
海野町商店街で行われる「上田七夕
まつり」は、商店街のイベントとし
て県下最大級。東西300ｍに約30店
の参加店による、高さ15ｍの創意
工夫を凝らした七夕飾りが豪華に立
ち並びます。恒例の流しそうめんな
ど、楽しいイベントが盛りたくさん
です。夏の風物詩・七夕まつりへぜ
ひお越しください。
期　日 　８月６日㈪～８日㈬
場　所 　海野町商店街
　海野町商店街
　　振興組合事務局
　　TEL22・9301

第31回武石夏祭り
期　日 　８月12日㈰・14日㈫・15日㈬
場　所 　武石地域自治センター駐車場

周辺、武石グラウンド、老人
福祉センター、武石テニス
コート

内　容 　
12日／飛龍太鼓、武石小金管バンド、ダ

ンス、みこし、花火ほかイベント
多数

14日／親善グラウンドゴルフ大会、親
善ソフトテニス大会、森林公園マ
レットゴルフ場無料開放

15日／親善囲碁大会
※盆踊りは３日間通して行われます。
　武石夏祭り実行委員会
　　（  産業観光課内）　TEL85・2828

8月

11
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　今年１月、上田市出身の森仁
ひと
志
し
氏から「大版画」38点が寄贈されました。

　森氏は、坂城町でリトグラフ（石版画）制作アトリエ「森工房」を主宰。世界最
大級の版画を制作する技術を確立し、この分野に大きな足跡を残しました。工
房に1.25ｍ×2.5ｍの世界最大のプレス機を設置し、岡本太郎、池田満寿夫、東
山魁

かい
夷
い
、カシニョール、カトラン、ブラジリエといった国内外の著名作家の訪

問を受け、ともに最大級のリトグラフ作品を創出しました。
　本展は、交流・文化施設の新美術館での全面公開に先立ち、この寄贈作品の
一部を公開するものです。

寄贈記念企画展
森工房「大版画」の世界

期　日 　７月13日㈮～29日㈰
時　間 　午前９時～午後５時（初日は午前９時30分～、最終日は午後４時終了）
場　所 　上田創造館２階美術館
入場料 　無料
展示予定作家（大版画制作順）
　三

み

栖
す

右
ゆう

嗣
じ

、岡本太郎、大沢昌
しょう

助
すけ

、竹田鎭
しん

三
さぶ

郎
ろう

、菅井汲
くみ

、ブラジリエ、関根伸夫、島田章三、東山魁夷、池田満寿夫、
智
ち

内
ない

兄
きょう

助
すけ

、カシニョール、カトラン、田窪恭
きょう

治
じ

関連イベント 　
　①森仁志「大版画を語る」／７月13日㈮午前９時30分～、上田創造館２階美術館
　②講演会「美術史から見た上田」（交流・文化施設建設室職員）
　　／７月21日㈯午後１時30分～、上田創造館２階コミュニティホール（大）
　  文化振興課　TEL23・6361

寄贈記念

平成24年7月13日（金）▶▶7月29日（日）
午前9時～午後5時（初日は午前9時30分から、最終日は午後4時まで）

森工房「大版画」の世界

▶主催：上田市・上田市教育委員会
　協力：山本鼎版画大賞展実行委員会／信州版画協会上小支部／東信美術会
　問い合わせ：上田市教育委員会文化振興課　℡0268-23-6361
　http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/daihanga/

❶7月13日（金）午前9時30分～

森仁志「大版画を語る」
・上田創造館 2階 美術館
展示会場にて制作者ご自身から、作品と原画作家
との交流などについてお話しいただきます。

❷7月21日(土)午後1時30分～

「美術史から見た上田」
・上田創造館 2階 コミュニティホール
滝澤正幸［上田市交流･文化施設建設室長補佐
（元長野県立歴史館主幹学芸員）］
上田の歴史を美術の面からお話しいたします。

関連イベント

森工房でのカシニョールと森氏（左手前の二人）

］㎝012×㎝501［年7991 」詩の緑「 夷魁山東

上田創造館2階 美術館
▶入場無料

創造館
入口

赤坂上

赤坂上田原

赤坂上駅

至青木

上田電鉄別所線

至上田駅

〈会場〉
上田創造館
上田市上田原1640
TEL0268-23-1111

催
し

　シテ方に観
かん
世
ぜ
喜
よし
之
ゆき
、観世喜

よし
正
まさ
（ともに重要無形文化財総合指定保持者）、狂言方に野村萬

まん
斎
さい
（同保持者）、囃

はや
子
し
方に亀

井忠雄（人間国宝）を迎えます。豪華出演者による幽玄の世界をご堪能ください。公演の前には能楽が初歩から学べる
能楽講座（入場無料）を行いますので、お気軽に参加ください。

第16回上田城跡能
豪華出演者による幽玄の世界

日　時 　８月25日㈯
 ・能楽講座／正午～午後０時45分
 ・公演／午後１時30分～
場　所 　上田市民会館ホール
演　目 　能「羽

は

衣
ごろも

」　観世喜正
 狂言「樋

ひ

の酒
さけ

」　野村萬斎
 能「土

つち

蜘
ぐ

蛛
も

」　観世喜之
鑑賞券 　全席指定　Ｓ席4,000円、Ａ席3,500円、

Ｂ席3,000円
発売場所 　琴光堂楽器店、上田市民会館、上田文化

会館、丸子文化会館、真田中央公民館、
上田市教育委員会文化振興課、イベント
ナガノ（インターネット販売）

発売開始 　７月10日㈫
関連企画 　上田市立博物館では、８月10日㈮～31日㈮、上田市指定文化財「浜村家能面コ

レクション」のうち、今回の能演目で使用する能面と同種のものを中心に展示
します（上田城跡能鑑賞券提示で期間中入館無料）。

　  文化振興課　TEL23・6361

催
し
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駆除の注意点 　
・種をつける前に根ごと抜き取るのが効果的です。
・種がついてからは、飛び散らないように丁寧に手で
抜いてください。

・根から抜いた場合はその場でまとめ、２～３日天日
にさらし枯らした後、ビニール袋などに密閉し燃え
るごみとして処分しましょう。

・野外での大規模な焼却は法律で禁止されていますの
でご注意ください。
　  生活環境課　TEL23・5120

TBS日曜劇場「サマーレスキュー～天空の診療所～」
上田ロケのTVドラマが放送されます

　７月からスタートする連続ドラマ「サマーレスキュー～
天空の診療所～」。市内では６月上旬に美ヶ原高原で遭難
者の救助シーンが撮影されました。
　舞台は小さな山の診療所。厳しい自然の中で若きエリー
ト医師や看護師たちが、それぞれ生きる悩みを抱えながら
も患者と接し、命や医術とはなにかを体感していく、ひと
夏の群像劇です。初夏の高原に広がる爽やかな景色ととも
に、ぜひお楽しみください。

特定外来生物オオキンケイギク
駆除にご協力ください

　６～７月頃にかけ
て、鮮やかな黄色の
花を咲かせるオオキ
ンケイギクは、主に
道端や空き地で見か
けられます。群生し
ているときれいです
が、この花は無許可で栽培すると法律により罰せら
れる「特定外来生物」です。一度定着すると日本の在
来種を駆逐し、辺りの景観を一変させてしまいます。
きれいだからと言って、自生しているものを抜いて
きて自宅の庭に植えたりすることのないように注意
してください。丈は約40㎝で、株状で生えています。
自宅などに生えているのを見つけた際は駆除にご協
力ください。

別所線スタンプラリー
北条まどか別所線応援新企画お知

らせ
　別所線往復フリーきっぷを購入して、別所線スタンプラ
リーに参加しませんか。
　専用のスタンプ台紙と応募用紙を受け取り、別所線の電車
内や駅に設置されたスタンプを集めて応募すると、抽選で別
所線存続支援キャラクター北条まどかグッズなどが当たりま
す。また、全スタンプ９種類を集めると別所線乗車証明書が
もらえます。

日　時 　７月８日㈰～毎週日曜午後９時放送（全10回）
放送局 　TBS系列全国ネット（信越放送）
出　演 　向井理

おさむ

、尾野真千子ほか
ロケ地 　美ヶ原高原　物見石山登山道
　信州上田フィルムコミッション・  観光課　TEL23・5408

期　間 　７月１日㈰～９月20日㈭
往復フリー切符 　
　大人1,140円、小児580円、有効期間
２日（期間内乗降自由。ただし、上
田駅改札を出ると回収）
 ※販売は上田駅のみ。
スタンプ設置か所 　
　別所線各電車、上田駅、下之郷駅、
別所温泉駅（全９種類）
賞　品 　
　①スタンプラリー賞（スタンプ６種

類以上）／抽選で20名に北条まどか非売品グッズなどをプレ
ゼント

　②コンプリート賞（スタンプ全９種類）／別所線乗車証明書（非
売品）６枚セットをプレゼント

※詳しくはWebサイト「別所線にのろう！（http://www.city.ueda.
nagano.jp/hp/ipro/）」をご覧ください。
　別所線電車存続期成同盟会事務局（  地域交通政策課内）
　　TEL23・5011

お知
らせ

ロケ風景（美ヶ原高原）

お知
らせ
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

市
外
転
出
時
も
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
が
継
続
利
用
に

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

市
外
に
転
出
す
る
と
廃
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
法
改
正
に
よ
り
７
月
９
日
㈪
か
ら
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
継
続
し
て

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
等
の
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
将
来
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
除
の

期
間
は
、
申
請
し
た
年
度
の
７
月
か
ら
翌

年
の
６
月
分
ま
で
で
す
。
前
年
度
全
額
免

除
お
よ
び
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
、
継

続
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は
、
今
回
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
年
金
給

付
な
ど
の
詳
細
は
、
小
諸
年
金
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
免
除
制
度　

国
保
年
金
課
、
ま

た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
申
請

し
、
日
本
年
金
機
構
で
前
年
の
所
得
の

審
査
・
承
認
を
受
け
る
と
、
所
得
に
応

じ
て
保
検
料
の
全
額
、
４
分
の
３
、
半

額
、
４
分
の
１
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

学
生
を
除
く

30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度　

収
入
が
な
い
学

生
が
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
申

請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
現
在
申
請
で
き

る
の
は
、
平
成
25
年
3
月
ま
で
の
期
間

で
す
。

●
持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、
印

鑑
。
平
成
23
年
３
月
31
日
以
降
の
失
業

を
理
由
と
す
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票（
コ
ピ
ー
可
）。
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
は
、学
生
証（
コ
ピ
ー

可
）ま
た
は
在
学
証
明
書
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

小
諸
年
金
事
務
所

　
　
　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
の
、
保
健
所
か
ら
７

月
1
日
現
在
で
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方（
小
児
慢

性
特
定
疾
患
で
医
療
受
診
券
を
お
持
ち

の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
）。

●
支
給
金
額　

１
万
円（
支
給
は
年
１
回

で
今
回
の
申
請
の
み
）

●
申
請
期
限　

８
月
10
日
㈮

●
申
請
方
法　

福
祉
課
、
ま
た
は
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康

福
祉
課
窓
口
に
、
見
舞
金
申
請
書
と
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
写
し
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

親
子
で
楽
し
む
豆
腐
づ
く
り

　

親
子
で
普
段
あ
ま
り
作
る
こ
と
の
な
い

豆
腐
と
お
か
ら
料
理（
う
の
花
、
お
か
ら

サ
ラ
ダ
、
お
か
ら
だ
ん
ご
）を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

①
７
月
27
日
㈮
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
、
②
８
月
２
日
㈭
午
前
９
時
〜

午
後
１
時

●
場
所　

①
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室
、

②
塩
田
公
民
館
料
理
実
習
室

●
参
加
費　

親
子
１
組
３
０
０
円（
大
豆

代
）

●
定
員　

先
着
10
組（
小
学
生
と
親
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
容

器（
持
ち
帰
り
用
）

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈫
以
降
電
話
で

農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
有
効

期
限
が
１
年
間
で
、
毎
年
８
月
１
日
に
更

新
し
ま
す
。
今
回
は
、「
黄
色
」の
保
険
証

と
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
お
届
け

す
る
た
め
、
７
月
下
旬
に
普
通
郵
便
で
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以
降
は
、

新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

旧
城
南
公
民
館
解
体
工
事
に

伴
う
お
知
ら
せ

　

城
南
公
民
館
で
は
、
12
月
末
頃
ま
で
、

旧
公
民
館
の
解
体
工
事
、
工
芸
棟
建
設
工

事
、
駐
車
場
整
備
な
ど
の
外
構
工
事
を
行

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　６月３日、上小地域の緑化推進
などを目的に、第24回上小地区森
林祭が、武石番

ばん

所
しょ

ヶ
が

原
はら

スキー場で
開催されました。
　管内の関係者や市町村、小学校
みどりの少年団など約400人が参
加し、場内斜面にレンゲツツジ、
ブナ、ウツギなどの苗木を植えま
した。ブナの苗木には今回初めて、
鹿害防除のため獣害対策用のネッ
トを巻きました。子どもたちは２
人１組になって作業を行い、最初
はネットが大きくて苦戦していま
したが、慣れてくると手際よく作
業が進み、400本の苗木にネット
が巻かれました。

上小地区森林祭
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い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
十
分
確
保
で
き
な
い
た
め
、
徒
歩
、
自

転
車
、
自
動
車
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

米
粉
普
及
活
動
を

支
援
し
ま
す

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま

た
は
市
内
で
事
業
活
動
な
ど
を
行
う
方

●
対
象
事
業　

上
田
市
産
の
米
粉
の
認
知

度
を
高
め
、使
用
を
促
進
す
る
活
動（
事

業
例
／
料
理
グ
ル
ー
プ
や
学
校
の
授
業

な
ど
で
の
米
粉
料
理
教
室
。
地
産
地
消

を
目
的
と
し
た
事
業
で
の
米
粉
料
理
の

振
る
舞
い
。
飲
食
店
な
ど
で
の
米
粉
を

使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
）

●
支
援
内
容　

予
算
の
範
囲
内
で
対
象
事

業
に
使
用
す
る
米
粉
を
現
物
支
給（
1

事
業
米
粉
10
㎏
が
上
限
）

●
対
象
期
間　

７
月
14
日
㈯
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
㈰

●
申
し
込
み　

事
業
実
施
前
に
申
請
書
を

農
政
課
へ
。
最
終
締
切
は
平
成
25
年
３

月
22
日
㈮
。
申
請
書
は
農
政
課
窓
口
で

受
け
取
る
か
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

お
送
り
し
ま
す
。

　

上
田
地
産
地
消
推
進
会
議
米
消
費
拡

大
部
会
事
務
局（

農
政
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ

運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
観
光
客
の
増

加
や
、
暑
さ
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
る

た
め
、
特
に
交
通
事
故
が
多
く
な
る
シ
ー

ズ
ン
で
す
。「
信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔

と　

ゆ
ず
り
あ
い
」が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。皆
で
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　

７
月
19
日
㈭
〜
25
日
㈬

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

１
０
０
の
出
前
講
座
を
開
設

職
員
が
出
向
き
ま
す

　
「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講
座
」は
、
市

職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
伺
い
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
説
明
や
意
見
交
換
を

行
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、「
あ
な
た
も

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
）に
な
り
ま
せ
ん
か
」な
ど
、
新
た
な

メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
、
９
分
野
１
０
０
講
座

と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
課
で
調
整
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
出
前
講
座
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
構
成
さ
れ
た
５
人
以
上
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ

●
料
金　

無
料

●
開
催
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以
内（
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
は
、
土
日
も
可
）

●
申
し
込
み　

希
望
日
の
２
週
間
前（
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
は
１
か
月
以
上

前
）に
、
申
請
書
を
生
涯
学
習
課
、
担

当
課
ま
た
は
公
民
館
に
提
出
く
だ
さ

い
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
か
所　

教
育
委
員

会
第
２
庁
舎（
生
涯
学
習
課
）、
市
内
各

公
民
館
、
図
書
館
、
市
役
所
総
合
案
内
、

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
各
担
当
課
窓

口
な
ど
。
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ご
希
望
の
方
に
は
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
送
な
ど
で
お
送
り

し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売
！

　

宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
資
金
と

し
て
芸
術
・
文
化
振
興
、
地
域
防
災
組
織

育
成
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
発
売
期
間　

７
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
販
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

●
抽
選
日　

８
月
７
日
㈫

　

財
政
課　

TEL
23
・
５
１
１
３

お
知
ら
せ

国民健康保険は助け合いの制度です
納期限内の納付をお願いします
◇平成24年度納税通知書を７月中旬に発送します
　今年度の国保税の税率や課税限度額については、昨年度と変更あ
りません。国保は加入者の皆さんが国保税を負担し、病気やケガな
どに備える「助け合いの制度」です。納期限内の納付をお願いします。

せら知お

●平成24年度国保税率等
区　　分 所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 課税限度額

医療保険分 7.35％ 13％ 22,500円 22,500円 51万円
後期支援金分  2.1％ ―  6,000円  6,000円 14万円
介護分  2.5％ ―  6,000円  6,000円 12万円

◇国保脱退には届出が必要です
　国民健康保険の加入者が、就職したり扶養になったなどの理由で、
他の健康保険に加入した場合は、国保脱退の届出が必要です。届出
をしないと国保税が引き続き課税されますので、早めに国保年金課
または各地域自治センターで手続きをお願いします。
●持ち物　新しく加入した健康保険証（被扶養者がいる場合はその

方の保険証も必要）または社会保険資格取得証明書、印
鑑、国民健康保険証

　 国保年金課　TEL23･5118
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市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

託
児
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
に
は
０
歳
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
利
用
で
き

る
託
児
室
が
あ
り
ま
す
。
小
部
屋（
子
ど

も
10
人
程
度
）で
ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
で

き
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
遊
び
道
具
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
週
金
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
ま
で
一
般
開
放
。
金
曜
日
以
外

／
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
予
約
利

用
で
き
ま
す
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
日

●
営
業
日　

７
月
14
日
㈯
〜
16
日（
月
・

祝
）、
７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、
７
月

28
日
㈯
〜
８
月
19
日
㈰
、８
月
25
日
㈯
・

26
日
㈰

●
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。
事
業
主
が
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
と
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
共
済

契
約
を
結
び
、
月
々
の
掛
金
を
納
付
し
、

従
業
員
が
退
職
す
る
と
機
構
か
ら
退
職
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上

の
優
遇
な
ど
有
利
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

TEL
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

外
国
籍
市
民
の
た
め
の

法
律
相
談
会

　

外
国
籍
住
民
や
日
本
語
の
理
解
が
困
難

な
方
の
た
め
の
法
律
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

７
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

法
律
相
談（
労
働
問
題
、
金
銭

問
題
、
親
権
問
題
、
遺
産
相
続
な
ど
）

●
対
象　

外
国
籍
住
民
、
日
本
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
方

●
参
加
費　

無
料（
相
談
料
、
通
訳
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
多
文
化
共
生
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー

（
TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
８
６
）ま
た

は
長
野
県
国
際
課
へ（
完
全
予
約
制
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

　

長
野
県
国
際
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
６
５

司
法
書
士
無
料
相
談

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
８
月
３
日

の
司
法
書
士
の
日
を
記
念
し
、
司
法
書
士

事
務
所
に
お
け
る
司
法
書
士
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
３
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

●
相
談
料　

無
料

●
相
談
例　

土
地
や
建
物
の
こ
と
、
会
社

の
こ
と
、
借
金
の
こ
と
、
成
年
後
見
、

雇
用
ま
た
は
解
雇
に
関
す
る
こ
と
、
親

子
や
夫
婦
の
こ
と
、
日
常
的
な
ト
ラ
ブ

ル
な
ど

●
申
し
込
み　

お
近
く
の
司
法
書
士
事
務

所
へ
問
い
合
せ
の
う
え
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
不
明
な
場
合
は
、
長
野
県
司

法
書
士
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

上
田
市
民
水
泳
記
録
会

●
日
時　

８
月
19
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後

2
時（
予
定
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
50
ｍ
プ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
健
康
に
責
任
を
持
て
る
方

●
種
目　

50
ｍ（
自
由
形
、
背
泳
ぎ
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）、
２
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
、
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
。
中

高
生
・
成
人
の
部
は
１
０
０
・
２
０
０

ｍ（
自
由
形
）、
中
高
生
の
部
は
１
０
０

ｍ（
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）

も
あ
り
ま
す
。

●
部
門　

小
学
校
学
年
別
、
中
学
生
、
高

校
生
、
成
人（
30
歳
未
満
、
30
・
40
・

50
・
60
歳
代
、
70
歳
以
上
）エ
ン
ト
リ
ー

は
一
人
２
種
目
ま
で（
リ
レ
ー
は
別
）。

●
参
加
費　

１
種
目
４
０
０
円（
リ
レ
ー

は
別
、
た
だ
し
リ
レ
ー
の
み
の
参
加
は

一
人
４
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

７
月
25
日
㈬
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育

館
、
真
田
・
武
石
教
育
事
務
所
、
自
然

運
動
公
園
総
合
体
育
館
、
ア
ク
ア
プ
ラ

ザ
上
田
、
上
田
水
泳
協
会
事
務
局（
㈱

信
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
内
）、
ふ
れ

あ
い
さ
な
だ
館
へ
。
小
中
学
生
は
学
校

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

　
　
　池

波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

夏
の
企
画
展

　
「
但た
じ

馬ま

一か
ず

憲の
り

写
真
展

－

池
波
正
太
郎
の

お
知
ら
せ
／
催
し



17

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

小
さ
な
旅

－

」と
し
て
、
写
真
家
但
馬
氏

に
よ
る
池
波
正
太
郎
に
関
す
る
写
真
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間　

７
月
13
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈰

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館

５
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
市
内
高
校

生
以
下
無
料
、
団
体
・
障
が
い
者
割
引

あ
り
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

い
き
い
き
と
生
き
る

ヒ
ン
ト
を
つ
か
み
ま
せ
ん
か

　

女
性
も
男
性
も
、
み
ん
な
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
男
女
共

同
参
画
推
進
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
働
く

女
性
と
し
て
の
経
験
を
持
ち
、
退
職
後
も

精
力
的
に
活
動
す
る
岩
崎
信
子
さ
ん
の
講

演
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
４
階

講
堂

●
内
容　

講
演
／
「
共
に　

い
き
い
き
と

生
き
る
」岩
崎
信
子
氏（
元
信
越
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
３

図
書
館
で
し
ら
べ
て

別
所
線
に
乗
ろ
う
！

　

塩
田
平
を
走
る
別
所
線
に
乗
っ
た
り
、

保
存
車
両
や
資
料
館
を
見
学
し
ま
す
。
今

回
は
廃
線
跡
も
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

８
月
１
日
㈬
午
前
10
時
10
分
〜

午
後
４
時
頃

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
集
合

●
講
師　

竹
田
貴き

一い
ち

氏（
別
所
線
の
将
来

を
考
え
る
会
代
表
）

●
定
員　

先
着
30
名（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）、
電

車
賃（
大
人
９
３
０
円
・
小
学
生
以
下

４
７
０
円
）

●
持
ち
物　

昼
食
、雨
具
、帽
子
、メ
モ
帳
、

筆
記
用
具
、カ
メ
ラ
、飲
み
物
、お
や
つ
、

タ
オ
ル
な
ど
。
あ
い
そ
め
の
湯
入
浴
料

（
温
泉
等
に
入
る
方
の
み
大
人
５
０
０

円
〜
、
小
学
生
２
５
０
円
〜
）

●
申
し
込
み　

７
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

子
ど
も
ご
み
探
検
隊
に

参
加
し
よ
う
！

　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
や
空
き
缶
を

使
っ
た
工
作
、
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
、
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
ご
み
を
減
ら
せ

る
か
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
31
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
集
合
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
上
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

7
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

　
刻こ
く

画が

風ふ
う

雅が

展

　

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
・
油
絵
・
刻こ
く

字じ

・

墨
画
・
俳
画
・
篆て
ん

刻こ
く

な
ど
グ
ル
ー
プ
茶ち
ゃ

遊ゆ
う

の
皆
さ
ん
の
作
品
、
約
30
点
を
展
示
し
ま

す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
〜
８
月
８
日
㈬

（
月
曜
休
館
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

ス
グ
リ
園
が
オ
ー
プ
ン

　

バ
ラ
ス
グ
リ（
グ
ー
ズ
ベ
リ
ー
）、
赤
房

ス
グ
リ（
レ
ッ
ド
カ
ラ
ン
ト
）、
黒
房
ス
グ

リ（
カ
シ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ラ
ン
ト
）の
３

種
類
の
摘
み
取
り
が
で
き
る
ス
グ
リ
園
が

オ
ー
プ
ン
！
収
穫
・
ジ
ャ
ム
づ
く
り
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

７
月
１
日
㈰
〜
７
月
31
日
㈫

●
場
所　

武
石
上
本
入
西
武
地
区
す
ぐ
り

市
民
農
園

●
入
園
料　

30
分
一
人
５
０
０
円（
入
園

券
は
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
で
販
売
）

◇
収
穫
・
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験

●
日
時　

７
月
８
日
㈰
、
20
日
㈮
、
午
前

11
時
〜
す
ぐ
り
収
穫
体
験
、
午
後
１
時

〜
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験

●
場
所　

す
ぐ
り
市
民
農
園（
ジ
ャ
ム
づ

く
り
は
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
）

●
定
員　

先
着
各
50
名（
要
予
約
）

●
参
加
費　

収
穫
体
験
1
人
５
０
０
円
、

ジ
ャ
ム
づ
く
り
１
人
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
武
石
観
光
セ
ン

タ
ー
へ
。

※
７
月
29
日
㈰
は
無
料
収
穫
体
験
も
開
催

し
ま
す
。

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

催
し
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ボ
リ
ビ
ア
・
デ
イ
を

開
催
し
ま
す

　

南
米
の
魅
力
満
載
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

ふ
も
と
ボ
リ
ビ
ア
を
ボ
リ
ビ
ア
国
籍
の
市

民
が
紹
介
し
ま
す
。
ボ
リ
ビ
ア
の
料
理
や

音
楽
・
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

丸
子
図
書
館

七
夕
お
は
な
し
会

　
「
お
は
な
し
回
転
木
馬
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
七
夕
か
ざ
り

作
り
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館　

研
修
室
１

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

平
和
の
つ
ど
い

２
０
１
２

　

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
67
年
。
長
野
県
連
合
婦
人
会
は
平
和
を

願
い
、草
の
根
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
も
り
あ
げ
よ
う
世
界
平
和
を　

つ
づ
け

よ
う
草
の
根
運
動
を　

か
た
り
つ
ご
う
真

実
を
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
50
回
目
の
記

念
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
市
内

の
戦
争
遺
跡
や
原
爆
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示

も
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

８
月
９
日
㈭

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　

開
会
式
／
午
前
10
時
30
分
〜
、

発
表「
私
の
平
和
の
願
い
」丸
子
修
学
館

高
校
、
西
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
／
午

前
11
時
〜
、
講
演
会
／「
こ
の
国
の
ゆ

く
え
」猪
瀬
直
樹
氏（
作
家
・
東
京
都
副

知
事
）
／
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
、
閉

会
／
午
後
３
時

　

上
田
市
連
合
婦
人
会（
田
中
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
１
４
３
・
５
６
９
６

稲
倉
棚
田

ほ
た
る
火
ま
つ
り

　

約
１
０
０
０
本
の
ロ
ー
ソ
ク
が
夏
の
夜

空
に
浮
か
び
あ
が
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
か
も
し
だ
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
午
後
６
時（
点
火
）

※
荒
天
時
は
中
止

●
場
所　

稲
倉
棚
田

　

稲
倉
棚
田
保
全
委
員
会（

農
政
課

内
）　

TEL
23
・
５
１
２
２

　

第
12
回
さ
わ
や
か
高
原

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

さ
わ
や
か
な
高
原
と
湿
原
を
散
策
す
る

10
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
日
時　

７
月
22
日
㈰
午
前
９
時
ス
タ
ー

ト（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）※
雨
天

中
止
の
場
合
あ
り
。

●
集
合
場
所　

菅
平
高
原
自
然
館

●
参
加
費　

小
・
中
学
生
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
員
５
０
０
円
、
一
般
１
０
０
０

円
●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
事
務
局
へ
。
当
日
受
付
可
。

　

上
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
）

　
　

TEL
35
・
０
２
４
６

温
暖
化
ウ
オ
ッ
チ

セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
を
探
せ
！

　

地
球
温
暖
化
が
身
近
な
自
然
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
知
る
た

め
に
、
セ
ミ
の
抜
け
殻
を
調
べ
ま
す
。
毎

年
同
じ
場
所
で
調
べ
続
け
る
こ
と
で
、
自

然
の
変
化
が
見
え
て
き
ま
す
。

●
日
時　

８
月
５
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

実
施
場
所
／
染
屋
の
森（
古
里
）

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館
玄
関
前

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

一
人
２
０
０
円（
傷
害
保
険

料
）

●
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装（
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴
・

長
靴
可
）、
軍
手
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

●
申
し
込
み　

８
月
１
日
㈬
ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
６
・
２
３
９
・
２
９
２

　

９
）で
、
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
へ
。

　

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
９
・
１
０
３
１

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

上
小
ネ
ッ
ト
情
報
交
流
会

●
日
時　

７
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
２
階
会

議
室

●
内
容　

①
講
演
／「
も
う
ひ
と
つ
の
太

陽
光
発
電
と
林
業
の
振
興
」林
一い
ち

六ろ
く

氏

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
理
学
博
士
）、

②
活
動
事
例
講
演
／「
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
」橋
詰
正ま
さ

清き
よ

氏（
蓼
科
高
原
農
場
㈲

社
長
）③
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
上
小
ネ
ッ
ト（
末

広
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
５
３
３
・
２
０
７
２

薬
草
・
ハ
ー
ブ
に
親
し
む
会

●
日
時　

７
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分

●
場
所　

長
野
県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地

催
し
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

●
内
容　

①
講
演
／「
薬
草
・
食
草
・
毒
草
」

御み

影か
げ

雅
幸
氏（
金
沢
大
学
資
源
生
薬
学

研
究
所
教
授
）、
②
実
演
コ
ー
ナ
ー
／

薬
草
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
室
、ハ
ー
ブ
テ
ィ
・

薬
味
酒
の
試
飲
、
薬
膳
料
理
の
試
食
、

お
香
作
り
体
験

　

上
田
薬
剤
師
会　

TEL
22
・
６
１
３
０

市
川
さ
つ
き「
ア
ル
パ
」

コ
ン
サ
ー
ト

　

市
街
地
の
個
性
あ
る
商
店
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
す
る
上

田
の
れ
ん
会
が
、
南
米
の
民
族
楽
器「
ア

ル
パ
」に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

７
月
14
日
㈯
午
後
７
時
〜（
６

時
30
分
開
場
）

●
場
所　

海
野
町
ジ
ュ
エ
リ
ー
ヤ
ジ
マ
２

階（
中
央
２

－

８

－

８
）

●
出
演
者　

市
川
さ
つ
き（
ア
ル
パ
奏
者
）

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
付
き
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
の
れ
ん
会
連

絡
事
務
局（
ヤ
ジ
マ
）へ
。

　

上
田
の
れ
ん
会
連
絡
事
務
局（
ヤ
ジ

マ
）　

TEL
22
・
３
１
１
１

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
を
迎
え
た
方
、
定
年
を
間
近
に
控

え
た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申
請
や
健
康

保
険
の
切
換
、
雇
用
保
険
の
受
給
手
続
、

再
雇
用
な
ど
を
社
会
保
険
労
務
士
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

先
着
20
名

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・

６
０
２
４
）で
雇
用
促
進
室
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

救
急
車
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
平
均
で

約
８
分
か
か
り
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の「
空
白
の
時
間
」に
そ
の
場
に
い

る
あ
な
た
が
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

知
っ
て
い
た
ら
、
大
切
な
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
駐
車
場　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ

ラ
ザ
う
え
だ
駐
車
場

●
内
容　

心
肺
蘇そ

生せ
い

法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

含
む
）、
大
出
血
の
止
血
法
、
骨
折
の

手
当
て
な
ど
。

●
定
員　

先
着
80
名

●
服
装
・
持
ち
物　

実
技
の
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、
ハ
ン
カ

チ
●
申
し
込
み　

９
月
１
日
㈯
ま
で
に
、
最

寄
り
の
消
防
署
で
申
込
用
紙
に
記
入
、

ま
た
は
、
上
田
地
域
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

夏休み子どもアート教室参加者募集

　絵画や木彫りを通して「自
分が直接感じたものが尊い」
という山本鼎の考え方を体感
しませんか。
●教室／日時
　①絵画教室／７月29日㈰～

31日㈫、午前９時～午後
３時30分

　②木彫教室／８月３日㈮～
５日㈰、午前９時～午後
３時30分

●場所　山本鼎記念館（上田
城跡公園内）

●内容
　①②セミナー「山本鼎につ
いて知ろう！」

　①絵画を描く（下絵・素描・作品化・鑑賞）
　②木彫り（下絵・素描・作品化・鑑賞）
●講師　①近藤恒

つね

昭
あき

氏（「自分らしい絵が描ける会」主宰）
　　　　②茂

も

木
ぎ

文雄氏（長野県農民美術連合会会員）
●対象　①絵画教室／小学３年生～中学３年生（保護者の付添参

加可）
　　　　②木彫教室／小学１年生～中学３年生（保護者の木彫体

験申し込み可）
●持ち物　①②共通４Ｂ鉛筆、古新聞、ボロ布、昼食、飲み物、

絵の具セット、①クレヨンまたはクレパス、②彫刻刀
一式（学校使用のもので可）

●定員　各先着20名
●参加費　500円（３回分）
●申し込み　７月13日㈮～７月20日㈮に電話で山本鼎記念館へ。
　　　　　　（７月17日㈫・18日㈬は休館）
　山本鼎記念館　TEL22･2693

室教・座講

催
し
／
講
座
・
教
室
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講
座
・
教
室

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ョ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
利
用
で
き

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
を
ス
タ
ッ
フ

が
ご
案
内
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
12
日
㈭
、
28
日
㈯
午
後
1

時
〜
２
時
30
分
。
以
降
も
毎
月
第
２
木

曜
日
、
第
４
土
曜
日
の
月
２
回
開
催
し

ま
す
。

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
種
類　

信
毎
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
朝
日
聞き
く

蔵ぞ
う

、
日
経
テ
レ
コ
ン

21
、M

A
GA
ZIN
PLU

S

、
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
、
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
、

官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
第
一
法
規

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
歴
史
的
音
源

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

夏
休
み

小
学
生
水
泳
教
室

●
日
時　

７
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫
・
８
月

１
日
㈬
午
前
９
時
〜
９
時
50
分（
３
回

コ
ー
ス
）

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
内
容　

低
学
年
水
な
れ
、
高
学
年
水
な

れ
、低
学
年
ク
ロ
ー
ル
、高
学
年
ク
ロ
ー

ル
＆
平
泳
ぎ

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

各
先
着
10
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
別
途
入
館
料

毎
回
５
０
０
円
必
要
）

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈯
以
降
、
来
館

の
う
え
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

第
２
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
の
正
し

い
理
解
と
対
応
が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩

に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

考
え
る
」吉
川
武
彦
氏（
清
泉
女
学
院
大

学
学
長
）

●
申
し
込
み　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

初
心
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室（
秋

期
）　

●
日
時　

８
月
22
日
㈬
か
ら
の
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午（
全
9
回
）

●
場
所　

上
田
ス
タ
ー
商
会
ゴ
ル
フ
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

と
50
歳
以
上
の
男
性

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
別
途
ゴ
ル
フ

練
習
場
使
用
料
・
ボ
ー
ル
代
）

◇
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
で
体
力
つ
く
り　

●
日
時　

８
月
20
日
㈪
か
ら
の
月
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項　

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈪
〜
８
月
８
日

㈬
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育

館
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館
、
丸
子
総

合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事

務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

乳
房
手
術
経
験
者
の
会

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」

　

悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
、励
ま
し
合
い
、

健
康
で
明
る
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
の
活

動
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
２
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
間
程
度

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

手
芸（
ブ
ロ
ー
チ
と
に
お
い
袋

作
り
）、
交
流
会

●
対
象　

乳
房
手
術
経
験
者

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

針
、
ミ
シ
ン
用
糸
、
は
さ
み

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。
●
申
し
込
み　

７
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

夏
休
み
工
作
に

マ
イ
コ
ン
を
作
ろ
う

●
日
時　

８
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

　

ー
●
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
生

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
受
講
料
、
機

材
・
消
耗
品
費
な
ど
含
む
。
昼
食
は
各

自
）

●
定
員　

先
着
20
名（
保
護
者
と
子
ど
も

の
ペ
ア
で
参
加
も
可
。
た
だ
し
マ
イ
コ

ン
キ
ッ
ト
は
1
組
1
個
の
み
）

●
内
容　

マ
イ
コ
ン
キ
ッ
ト「
な
の
ぼ
〜

ど
」を
、
は
ん
だ
付
け
を
し
て
作
り
、

パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
り
ま
す
。
完
成
し
た
マ
イ
コ
ン
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

＜広告欄＞

反
射
望
遠
鏡　

国
友
一
貫
斎
作

現
代
日
本
に
通
じ
る
江
戸
時
代
の
技
術

　

市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
上
田
市
立
博
物
館
が
所
蔵
し

て
い
る
反
射
望
遠
鏡（
天
保
５
年（
１
８
３
４
）国
友
一い
っ

貫か
ん

斎さ
い

製
作
）が
、
４
月
20
日
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
文
化
財

部
会
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
さ

れ
、
市
内
の
国
指
定
文
化
財
は
20
件
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
江
戸
幕
府
お
抱
え
の
鉄
砲
鍛か

冶じ

で
発
明
家
・

科
学
者
で
あ
っ
た
国
友
藤と
う

兵べ

衛え（
一
貫
斎
）が
オ
ラ
ン
ダ
製

の
天
体
望
遠
鏡
を
手
が
か
り
に
研
究
を
重
ね
、
天
保
５
年

に
製
作
し
た
も
の
で
す
。
藤
兵
衛
は
、
同
様
の
天
体
望
遠

鏡
を
４
〜
６
台
製
作
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

も
の
は
、
そ
の
中
で
も
最
初
に
完
成
し
た
製
品
と
な
り
ま

す
。
藤
兵
衛
は
こ
れ
を
使
っ
て
太
陽
黒
点
の
連
続
観
察
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
反
射
望
遠
鏡
は
諏
訪
藩
に
買
い

上
げ
ら
れ
、
明
治
維
新
の
頃
に
個
人
の
手
に
渡
り
ま
し
た

が
昭
和
12
年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
反
射
望
遠
鏡
は
、
日
本
で
一
番
古
い
天
体

望
遠
鏡
で
あ
り
、
ね
じ
切
や
合
金
、
金
属
研
磨
の
技
術

な
ど
現
代
の
日
本
の
工
業

技
術
に
通
じ
る
江
戸
時
代

の
技
術
の
粋
を
集
め
た
製

品
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、指
定
と
な
り
ま
し
た
。

望
遠
鏡
本
体
は
真し
ん

鍮ち
ゅ
う

製
で

主
鏡
や
副
鏡
と
と
も
に
曇

ら
ず
に
輝
い
て
お
り
、
今

で
も
天
体
観
測
に
使
用
で

き
る
も
の
で
す
。

蓋の雲竜の彫金

反射望遠鏡　国友一貫斎作

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１
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夏
休
み
特
別
企
画
！

こ
ど
も
書
道
教
室

　

書
道
の
先
生
が
親
切
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
の
で
、
初
め
て
で
も
安
心
で
す
。

●
日
時　

７
月
25
日
㈬
、
８
月
１
日
㈬
・

８
日
㈬
・
17
日
㈮
の
午
後
６
時
〜
７
時

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
内
容　

小
学
生
対
象
の
書
道
教
室

●
講
師　

村
田
美
代
子
氏（
日
本
習
字
書

道
師
範
）

●
参
加
費　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
１
５
０
０
円
、
非
会
員
２
５
０
０
円

●
定
員　

先
着
15
名

●
持
ち
物　

書
道
道
具
、
半
紙
、
新
聞
紙
、

ボ
ロ
布

●
申
し
込
み　

電
話
で
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

信
濃
国
分
寺
資
料
館

市
民
講
座

　

上
田
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
テ
ー
マ

に
、
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
／
内
容
／
講
師　

①
７
月
15
日
㈰

／
小
県
郡
に
お
け
る
古
代
史
の
諸
問
題

／
田
島
公い
さ
お

氏（
東
京
大
学
教
授
）、
②
９

月
２
日
㈰
／
中
世
信
濃
の
禅
宗
寺
院
に

お
け
る
喫
茶
文
化
／
祢ね

津つ

宗む
ね

伸の
ぶ

氏（
上

田
高
等
学
校
教
諭
）、
③
９
月
23
日
㈰

／
洞
窟
に
葬
ら
れ
た
集
団
の
ナ
ゾ
〜
旧

丸
子
町
鳥
羽
山
の
古
代
洞
窟
葬
所
〜
／

桜
井
秀
雄
氏（
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
専
門
主
事
）、
④
10
月
14
日
㈰

／
長
野
県
の
古
墳
と
上
田
地
域
の
古
墳

〜
方
墳
か
ら
始
ま
る
上
田
地
域
の
古
墳

〜
／
西
山
克
己
氏（
長
野
県
立
歴
史
館

専
門
主
事
）、
⑤
11
月
11
日
㈰
／
古
墳

群
か
ら
古
代
の
郷
を
探
る
〜
上
田
市
域

の
古
墳
群
の
立
地
と
集
落
遺
跡
〜
／
上

田
市
立
博
物
館
職
員

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
講
堂

まちづくりについて考えよう
大地の芸術祭見学ツアー参加者募集

　市では市民参加と協働によるまちづくりを推進するた
め、市民の皆さんの自発的・主体的な地域活動を支援して
います。今年で３年目を迎える地域づくりコーディネー
ター養成講座（長野大学連携事業・全10回）は、国内で最先
端のまちづくり事例を紹介しながら、受講生がまちづくり
活動に生かせるよう、より実践的な内容にしていきたいと
考えています。開講に先立ち、参加者の募集を兼ねて現代
美術とまちづくりを融合させ、地域の活性化につなげたこ
とで有名な「大地の芸術祭」への見学バスツアーを募集しま
す。ぜひご参加ください。
●期日　８月29日㈬
●集合場所　上田城跡駐車場午前８時集合
●視察先　「大地の芸術祭」（新潟県十日町市、津南町など）
●対象　まちづくりに関心がある方
●定員　先着30名程度
●参加費　3,500円（入場料）、昼食代など実費（交通費は市

で負担）
●申し込み　７月27日㈮までに電話で市民参加・協働推進

課へ。
　 市民参加・協働推進課　TEL22･4100（内線1354）

＜広告欄＞

講
座
・
教
室

作
品
／「
棚
田
」

作
家
／
イ
リ
ヤ
＆
エ
ミ
リ
ア
・
カ
バ
コ
フ

撮
影
／
中
村
脩お
さ
む

集募
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

５
０
０
円
／
５
回
分（
初
回

講
座
の
受
付
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
70
回
市
民
公
開
講
座

　

足
腰
の
痛
み
の
治
療
に
つ
い
て
、
当
院

の
医
師
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
あ
し
腰
の
痛
み
を
治
療
し
ま

し
ょ
う
！
〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
あ
し

で
歩
け
る
よ
う
に
〜
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
受
講
者
募
集

　

全
講
習
科
目
修
了
者
に
は
、
訪
問
介
護

員
養
成
研
修
２
級
修
了
証
明
書（
携
帯
用

含
む
）を
交
付
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
、

合
同
面
接
会（
就
職
相
談
会
）を
開
催
し
ま

す
。

●
講
習
期
間　

８
月
７
日
㈫
〜
10
月
30
日

㈫（
全
１
３
０
時
間
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

サ
ン
・
ワ
ー
ク
上
田
、
上
田
技

術
研
修
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

上
田
市
在
住
の
普
通
自
動
車
の

運
転
免
許
証
が
あ
り
、
開
講
日
現
在
55

歳
以
上
で
、
雇
用
・
就
業
を
希
望
さ
れ

る
方（
全
講
習
受
講
必
要
）

●
定
員

24
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

定
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮
ま

で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
ま
た
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

体
育
施
設
の
休
場
日

利
用
事
業
参
加
者
募
集

　

体
育
施
設
の
休
場
日
と
な
る
木
曜
日
に

施
設
を
開
放
し
て
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
が
、
参
加
人
数

な
ど
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
の
う
え
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

原
則
毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時

〜
９
時

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
室
内
多
目
的
運

動
場

●
内
容　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
育
成
教
室

●
参
加
費　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
会
員
１
回

４
０
０
円
、
一
般
１
回
８
０
０
円

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
え
だ
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

暴
力
団
追
放
運
動

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

●
募
集
作
品　

暴
力
団
を
許
さ
な
い
、
暴

力
団
を
排
除
す
る
意
識
の
高
揚
を
訴
え

る
ポ
ス
タ
ー（
Ｂ
３
判
画
用
紙
１
枚
に

つ
き
１
作
品
）、
お
よ
び
標
語
。

●
応
募
資
格　

県
内
居
住
の
方

●
応
募
方
法　

作
品
に
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
ま
た

は
学
校
名（
学
年
、
組
）、
電
話
番
号
を

明
記（
ポ
ス
タ
ー
は
裏
面
に
）の
う
え
、

ポ
ス
タ
ー
は
郵
送
で
、
標
語
は
メ
ー

ル（boutsui@
m
x2.avis.ne.jp

）、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
６

－

２
３
３

－

３
７
４

　

１
）で
。

●
送
付
先　

〒
３
８
０

－

８
５
１
０
長
野

市
南
長
野
幅
下
６
９
２

－

２
長
野
県
暴

力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

●
締
め
切
り　

９
月
５
日
㈬
当
日
消
印
有

効
●
表
彰　

入
選
作
品
は
10
月
15
日
㈪
長
野

県
松
本
文
化
会
館
で
開
催
す
る「
暴
力

追
放
長
野
県
民
大
会
」で
表
彰
し
ま
す
。

最
優
秀
・
入
選
・
佳
作
は
、
暴
力
追
放

県
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す
。

●
そ
の
他　

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。　

入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

＜広告欄＞

講
座
・
教
室
／
募
集
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募
集

第
６
回
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　

花
づ
く
り
を
通
じ
て
、
美
し
く
潤
い
の

あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
自
薦
、
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

●
部
門
／
対
象

・
団
体
部
門
／
自
治
会
・
育
成
会
な
ど
の

各
種
団
体
、
企
業
な
ど
が
管
理
す
る
道

路
沿
い
の
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
。

・
個
人
部
門
／
個
人
が
管
理
す
る
庭
や
玄

関
ア
プ
ロ
ー
チ
、
壁
面
な
ど
。

・
学
校
部
門
／
学
校
や
緑
化
委
員
会
な

ど
が
管
理
す
る
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
。

●
応
募
期
間　

７
月
17
日
㈫
〜
８
月
10
日

㈮
●
応
募
方
法　

公
園
緑
地
課
ま
た
は
丸

子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

建
設
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
を
添
え
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

夏
山
一
般
募
集
登
山

　

中
央
ア
ル
プ
ス
最
高
峰
で
日
本
百
名
山

の
一
つ
、
木
曽
駒
ケ
岳（
２
９
５
６
ｍ
）に

登
り
ま
す
。
木
曽
駒
ケ
岳
は
花
の
百
名
山

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
て
こ
こ
で
し
か
見

ら
れ
な
い
高
山
植
物
も
あ
り
ま
す
。

●
期
日　

８
月
５
日
㈰

●
集
合
場
所
／
時
間　

教
育
委
員
会
や
ぐ

ら
下
庁
舎
／
午
前
４
時
30
分
、
武
石
公

民
館
／
午
前
５
時

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上（
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以
上
）８
０
０

　

０
円
、
小
学
生
６
０
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
で
武
石
公
民
館
へ
。

●
事
前
説
明
会　

７
月
27
日
㈮
午
後
７
時

30
分
〜
／
武
石
公
民
館（
申
込
者
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

　
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

作
品
展
作
品
募
集

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
創
作

活
動
を
広
め
る
契
機
と
し
て
開
催
さ
れ
る

高
齢
者
作
品
展
に
、
作
品
を
出
品
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時（
９
日
は
正
午
ま

で
）

●
場
所　

サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町（
大
町

市
文
化
会
館
隣
接
）

●
部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
手
工
芸
・

書
・
写
真
の
う
ち
、
一
人
１
点
。
未
発

表
の
も
の
。

●
出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
ア
マ
チ
ュ
ア

●
申
し
込
み　

８
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
出

品
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
募

集
案
内
・
出
品
票
の
請
求
と
提
出
は
、

上
田
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
TEL

22
・
４
１
１
９
）、
高
齢
者
介
護
課（
TEL

23
・
５
１
３
１
）ま
た
は
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

へ
。

●
出
品
料　

無
料（
作
品
を
返
却
す
る
運

送
料
は
出
品
者
負
担
）

●
作
品
搬
入
期
限　

８
月
29
日
㈬
ま
で

に
、
作
品
に
出
品
票
を
貼
付
し
て
、
高

齢
者
介
護
課
ま
た
は
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

へ
。
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
９

月
３
日
㈪
ま
で
に
持
ち
込
み
。

　

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

野
倉
地
区
は
、
別
所
温
泉
か
ら
車
で
南
へ
約
５
分
。
四
方
を
山
に

囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
近
年
、
高
齢
化
や

人
口
減
少
が
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
都
会
か
ら
田
舎
暮
ら
し
や
自
然

に
魅
せ
ら
れ
移
住
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
野
倉
民
俗
資
料
館
」に
は
、
化
石
、
古
民
具
、
陶
器
な
ど
歴
史
や

昔
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
様
々
な
物
が
あ
り
、
約
10
年
前
は
自
治
会

が
管
理
し
一
般
に
開
放
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま

ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
を
、
地
域
の
住
民
が
集
ま
り
、
交
流
の
場
所
と
し
て
整
備

し
、
親
睦
を
深
め
、
歴
史
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
拠
点
施
設

に
し
た
い
と
、
自
治
会
の
中
で
当
地
区
に
移
り
住
ん
で
き
た
会
員
を

中
心
に
、
昨
年「
の
ぐ
ら
ー
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
約

20
人
。
月
４
回

の
資
料
館
の
清

掃
・
整
理
作
業

を
中
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

代
表
の
佐
々

木
義
之
さ
ん（
上
の
写
真
後
列

右
）は
、「
ま
ず
は
、
過
疎
化
を

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え

た
。
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽
に

寄
り
た
く
な
る
よ
う
な
空
間
と

し
て
、
資
料
館
を
利
用
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
６
月
８
日
、

会
の
メ
ン
バ
ー
６
人
が
、
展
示

棚
の
清
掃
、甕か
め

な
ど
陶
器
類
の
分
類
、化
石
の
分
別
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
清
掃
・
整
理
作
業
を
中
心
に
、
建
物
の

基
礎
部
分
や
根ね

太だ

な
ど
構
造
面
の
応
急
処
置
を
行
い
な
が
ら
、
次
年

度
以
降
、
本
格
的
に
改
修
が
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
「
住
ん
で
い
る
人
が
生
き
生
き
と
楽
し
く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
人
は
増
え
て
い
く
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
た
ち
が
楽

し
み
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
地
元
の
方
が
寄
っ
て
来
て
く
れ
れ
ば
素
晴

ら
し
い
交
流
拠
点
に
な
る
は
ず
」と
佐
々
木
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

住
民
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

野
倉
民
俗
資
料
館
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

野倉自治会

野倉自治会では、わがまち魅力
アップ応援事業の自治会を対象
とした、個性あるふるさとづく
り事業の採択を今年度受け、「野
倉資料館を伝統文化継承の場と
して、地域資源を活かした活力
ある里に」事業を行っています。
今年は、整理棚の補修や床補強
のための資材購入に主に補助金
を使う予定です。館内にある、
古い「むしろ織機」を修理し、地
元の方から織り方の指導を受け
たり、竹細工の講習会や、自宅
で採れた野菜を販売するなど、
住民同士が気軽に集い交流を深
めていく仕掛けづくりを進めて
いきたいとしています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

の
ぐ
ら
ー
会（
佐さ

さ々

木き

義よ
し

之ゆ
き

さ
ん
）

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　６月３日、菅平高原で本格的な夏シーズンの到来をつげる
恒例のイベント「菅平高原カントリーフェスティバル」が開催
されました。
　会場の菅平高原国際リゾートセンター前の芝生広場には多
くの模擬店が並び、市内外から訪れた多くの人がレジャー
シートなどを広げて、毎年大好評の牛ステーキや新鮮なレタ
ス、山菜のてんぷらなど高原の味覚を味わいました。
　特設ステージでは消防団音楽隊や和太鼓の演奏、チアリー
ディングなど多彩な催しが行われ、豪華商品が用意された子
ども達のジャンケン大会は勝利を目指す子どもたちの熱気に包まれました。
　ウサギや子ヤギに触れ合えるミニ動物園や魚のつかみ取り、木の実を使った工作な
ども大盛況のなか、ラグビーワールドカップが2019年に日本で開催されることにち
なんで、ラグビーのＨ型のゴール上部に楕円形のボールを蹴り入れるゲームが行われ、
予想外の方向へ飛ぶボールの行方に大きな歓声が上がっていました。

高
原
に
夏
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

金環日食観察会

　

５
月
21
日
、
午
前
７
時
前
か
ら
欠

け
始
め
た
太
陽
。

　

世
紀
の
天
文
シ
ョ
ー
を
見
よ
う

と
、
武
石
小
学
校
で
、
日
食
観
察
め

が
ね
や
、
厚
紙
に
穴
を
開
け
日
食
中

の
太
陽
の
光
を
当
て
、
穴
を
通
っ
て

影
の
中
に
映
っ
た
太
陽
の
光
の
一
つ

ひ
と
つ
が
、
欠
け
た
太
陽
の
形
に
な

る
ピ
ン
ホ
ー
ル
、
鏡
な
ど
を
使
っ
た

金
環
日
食
観
察
会
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
子
ど
も
や
保
護
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

学
校
で
は
日
食
観
察
め
が
ね
を
子

ど
も
た
ち
が
手
作
り
で
準
備
。
朝
早
く
か
ら
、
楽

し
み
に
登
校
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
め

が
ね
を
つ
け
て
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
頃
に
、
太
陽
の
中
心
が
月
に
隠

さ
れ
、
細
い
リ
ン
グ
の
よ
う
に
な
り
始
め
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
口
か
ら
自
然
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

が
始
ま
り「
わ
ぁ
〜
見
え
た
！
見
え
た
！
」と
観
察

会
場
は
大
興
奮
。
日
食
の
最
大
時
は
薄
暗
く
な
り
、

少
し
寒
く
さ
え
感
じ
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
太
陽
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ら
れ
る
観
察
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
観
察
で
は
、
欠
け
た
太
陽

の
光
で「
た
け
し
」の
文
字
を
映
し
出
し
ま
し
た
。

世紀の天文ショー
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　６月３日、信州国際音楽村で、日本の宇宙ロケッ
ト開発の先駆者で、晩年を音楽村近くで過ごした
糸川博士生誕100年と音楽村開村25周年を記念し
て、親子で参加するモデルロケット製作と発射実
験が開催されました。
　最初に日本モデルロケット協会平井明指導員か
ら、「市販の既成品ではなく、円筒形のチョコレー
トの空き箱を利用するなど、身近な素材で作れる
ことを体感してもらいたい」との話があり、注意点
などについて説明を受けた後、約60名が製作に取
りかかりました。
　尾翼をボンドで筒に取り付けたり、筒の中に火
薬を押し込む作業は難しく、参加した親子は、肩
を寄せ合って真剣に製作していました。約１時間
かけて完成したペンシル型ロケットは、芝生広場
の専用発射台に１機ずつ丁寧にセットされます。
　打ち上げまでの秒読み「３・２・１・発射！」の
声が何度も会場に響き渡り、ロケットが発射され
ると、参加者は笑顔で見上げていました。

　

平
成
22
年
に
ひ

と
ま
ち
げ
ん
き
・

健
康
プ
ラ
ザ
う
え

だ
内
に
開
所
し
た

中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の「
に

じ
い
ろ
ひ
ろ
ば
」

利
用
者
が
今
年
５

月
に
10
万
人
を
達

成
し
、
２
周
年
に

あ
た
る
６
月
１
日

に
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
母
袋
市
長
が「
こ
れ
か
ら
も『
子
育
て
す
る
な
ら
上
田
市
で
』、
を

目
指
し
て
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
」と
挨
拶
。

そ
の
後
市
長
と
利
用
者
親
子
で
の
ク
ス
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
上
下
水
道
局
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
あ
か
り
ち
ゃ
ん
と
う
さ
ぎ
の
着

ぐ
る
み
が
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
握
手
し
た
り
、
風
船
を
く
ば
っ

た
り
と
、
大
人
気
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
女
の
桜
子
ち
ゃ
ん
と
訪
れ

た
関せ
き

野の

魅み

砂さ

さ
ん（
千
曲
町
）は

「
無
料
な
の
に
遊
具
が
充
実
し

て
い
て
、
他
県
の
友
達
に
話
す

と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
清
潔
感
が

あ
っ
て
、
安
全
な
の
は
素
晴
ら

し
い
で
す
」。
ま
た
長
女
の
優ゆ
う

美み

ち
ゃ
ん
と
訪
れ
た
田た

上が
み

恵よ
し

通み
ち

さ
ん（
中
野
）は「
週
末
に
よ
く

利
用
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
も

無
料
で
、
使
い
や
す
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

にじいろひろば利用者10万人達成記念セレモニー

親子でにぎわう

糸
川
英
夫
博
士
生
誕
１
０
０
年
・
信
州
国
際
音
楽
村
25
周
年
記
念
事
業

未
来
へ
向
け
て
夢
を
発
射
！
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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日
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行
）
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田
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秘
書
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６

－

８
６
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１
長
野
県
上
田
市
大
手
１

－

11

－

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.

人口：158,605人　男：77,623人  女：80,982人　世帯数：63,274戸　
外国人登録者数：3,862人　男：1,771人　女：2,091人

人の動き（平成24年６月１日現在）

　

６
月
９
日
、
第
８
回
信
州
上
田
本
町
祭
が
、
上
田
映
劇
前
の
通
り
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
上
田
本
町
祭
は
、
主
催
の
本
町
成
年
会
が
人
の
集
ま
る
街
づ
く

り
を
基
本
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
裏
路
地
本
町
で
宝
を
探
そ
う
」を
合
言

葉
に
毎
年
１
回
、
６
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
義
援
金
を
集
め
る
な
ど
、
震
災
に
対
し
て
、
微
力
な
が
ら
こ
の

祭
が
続
く
限
り
復
興
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
雨
上
が
り
の
後
、
青
木
村
義
民
太
鼓
の
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で

祭
が
始
ま
り
、
ア
キ
ッ
ト
さ
ん
の
手
品
や
木
の
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
販
売

に
は
大
勢
の
子
供
た
ち
が
群
が
り
ま
し
た
。
大
人
た
ち
は
約
30
軒
の
本

町
飲
食
店
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ま
た
、
利
き
酒
、
く
ら
げ
の
館
の

占
い
、
本
町
祭
限
定
ス
イ
ー
ツ
、
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
わ
っ
こ
本
町

や
作
業
所
ぽ
け
っ
と
の
手
づ
く
り
品
に
は
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
上
田
映
劇
で
開
催
し
た「
も
の
ま
ね
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」

で
は
、ほ
い
け
ん
た
さ
ん
な
ど
5
人
の
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
が
出
演
し
、

会
場
が
揺
れ
る
ほ
ど
の
爆
笑
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
本
町
へ
行
く
と
何
か
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
」と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
祭
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
８
回
信
州
上
田
本
町
祭
を
開
催

記
事
投
稿
／
本
町
祭
実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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